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水素供給の実装直後は、一部の
事業者において水素混焼が開始
され、水素の安定供給・低コスト
化が進むことで水素専焼設備へ
の切り替えが進む想定

水素導入を促進する「混焼キット」構想

バーチャルパイプラインのコスト・CO2削減効果

圧縮水素輸送容器“大容量カードルコンテナ”開発 液化水素タンクコンテナの選定
多様な輸送方式に対応するため、

複合容器を束ねたカードルと、これ
をコンテナに格納して貨物として積
載できるカードルコンテナの開発を
進めている

北陸地域の水素サプライチェーンモデル

■圧縮水素～液化水素へ
水素導入初期は国内や地域内から圧縮水素
として調達、その後水素供給量の拡大により
効率的に運搬できる液化水素に移行する
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※既存設備に後付けできる、
水素混焼キット開発のイメージ図

切り替え

推進

■低炭素水素の地域製造・供給
北陸地域の脱炭素電源（水力発電や
原子力発電、廃棄物発電等）を活用して、
地域内低炭素水素を製造する

水素コンテナを調達

ガス制御、混合ガス
の製造・調整、利用
設備への供給の工程
を一体化した水素混
焼キットの開発を進
める

北陸における水素利用の
展開イメージ

北陸地域水素サプライ
チェーンモデルを構築

多様な輸送方式と水素コンテナを

活用し、安定的な供給体制を実現

バーチャルパイプラインと
混燃キットで地域導入を促進

コスト・CO2削減と、混焼、専焼への

スムーズな移行を支援

圧縮水素から液化水素へ
段階的に移行

初期は圧縮水素を導入し、供給量拡
大に応じて液化水素へ効率的に移行

※イメージ


